
放射線感受性の高い組織・臓器

出典：Preston et al., Radiat Res, 168, 1, 2007より作成

組織 組織加重
係数wT

※

骨髄(赤色)、胃、
肺、結腸、乳房 0.12

生殖腺 0.08

膀胱、食道、
肝臓、甲状腺 0.04

骨表面、脳、
唾液腺、皮膚 0.01

残りの組織
の合計 0.12

出典：国際放射線防護委員会
（ICRP）2007年勧告
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※放射線による影響のリスクが
大きい臓器・組織ほど大きい
値になる。
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年齢による感受性の差

乳がん
肺がん

骨髄性白血病

結腸がん

胃がん

甲状腺
がん

皮膚がん

子どもでは大人と比較して、甲状
腺や皮膚のがんリスクが高くなる

ヨウ素131の
預託実効線量係数※1

(Sv/Bq)

ヨウ131を100Bq
摂取したときの
預託実効線量(Sv)

ヨウ131を100Bq
摂取したときの

甲状腺等価線量※2(Sv)

3か月児 0.48 48 1,200
1歳児 0.18 18 450
5歳児 0.10 10 250
大人 0.022 2.2 55

子どもは小さな大人ではない

がん・白血病

※1：代謝や体格の違いから、子どもは預託実効線量係数が高い
※2：甲状腺の組織加重係数は0.04から算出

Sv/Bq: マイクロシーベルト/ベクレル

出典：国際放射線防護委員会（ICRP）, ICRP Publication 
119 , Compendium of  Dose Coefficients based on ICRP 
Publication 60,   2012
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